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例
年
よ
り
遅
く
訪
れ
た
紅
葉

も
終
わ
り
、
山
間
の
雪
が
冬
の

到
来
を
告
げ
て
い
ま
す
。
今
年

の
冬
も
暖
冬
が
予
想
さ
れ
、
例

年
よ
り
気
温
は
高
く
降
水
量
は

多
い
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
高
湿
度
の
降
雪
が

予
想
さ
れ
、
農
業
施
設
の
倒
壊

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

冬
季
の
乳
製
品
消
費
拡
大
に

つ
い
て
は
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
、
関
東
生
乳
販

連
か
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
誠
に
有
り

難
う
御
座
い
ま
す
。
ま
た
、
年

末
年
始
の
哺
育
事
業
に
関
し
ま

し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

師
走
に
入
り
、
飲
酒
等
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
体
調

管
理
と
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

ご
家
族
で
よ
い
年
を
お
迎
え
下

さ
い
。
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ー
は
、
単
収
減
・
ホ
ー
ス
グ
レ
ー
ド
の

増
加
と
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
混
入
に
よ
っ

て
、
酪
農
家
向
け
の
供
給
は
タ
イ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
は
、
初
期
の
収
穫
は
雨
で
壊
滅
的

で
し
た
が
、
後
期
の
収
穫
は
順
調
で
品

質
は
良
好
で
し
た
。
カ
ル
フ
ァ
ル
ニ
ア

ス
ー
ダ
ン
は
グ
レ
ー
ド
が
多
く
希
望
の

品
物
は
揃
え
や
す
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
組
合
に
入
る
物
は
品

質
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
メ
ー
カ

ー
及
び
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
要
請
し
改
善

を
図
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
粗
飼
料
の
栽
培
・
管

理
状
況
を
間
近
に
見
ら
れ
た
こ
と
や
、

米
国
の
慣
習
や
文
化
を
経
験
し
た
こ
と

を
、
今
後
の
業
務
や
生
活
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
伊
藤　

明
男
）
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乳
製
品
加
工
等
の
二
次
産
業
的
活
用
か

ら
レ
ス
ト
ラ
ン
・
農
業
体
験
・
教
育
・

交
流
等
の
三
次
産
業
的
活
用
ま
で
、
様

々
な
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
が
で

き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
ま

た
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
総

合
的
な
産
業
化
を
統
括
す
る
組
織
体
が

地
域
に
で
き
れ
ば
、
牛
の
資
源
と
環
境

資
源
を
組
み
合
わ
せ
て
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
人
材
が
育

ち
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
仕
事
が
増
え
、

そ
れ
が
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
回
視
察
し
た

国
と
そ
の
地
域
、
そ
こ
で
暮
ら
す
酪
農

家
や
そ
の
関
係
者
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
私
も
そ

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
視

察
で
し
た
。（
内
田  
利
美
）

第
二
十
六
回 

　

米
国
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て

　

全
酪
連
・
粗
飼
料
事
業
推
進
研
究
会

主
催
に
よ
る
、
米
国
視
察
研
修
会
（
九

月
四
日
〜
十
四
日
）
に
参
加
し
、
酪
農

家
・
粗
飼
料
の
生
産
状
況
及
び
管
理
状

況
を
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
洲
マ
デ
ィ
ソ
ン
か

ら
始
ま
っ
た
酪
農
家
視
察
で
は
、
暑
熱

と
蹄
病
対
策
の
た
め
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
で
も
放
牧
は
必
要
と
い
う
理
念
を
持

ち
、
日
中
は
広
大
な
放
牧
場
に
放
牧
し

て
い
る
農
場
や
、
自
給
飼
料
・
自
家
育

成
で
四
百
八
十
頭
の
搾
乳
牛
を
持
ち
、

一
日
三
回
の
搾
乳
と
約
半
月
に
ホ
ル
モ

ン
剤
投
与
（
Ｂ
Ｓ
Ｔ
注
射
・
乳
量
約
十

五
％
増
）
を
行
い
、
牧
場
全
体
の
徹
底

的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
省
力
化
に
取
組

ん
で
い
る
事
が
印
象
的
で
し
た
。

　

次
に
、
視
察
の
主
目
的
で
あ
る
粗
飼

料
の
生
産
及
び
管
理
状
況
の
確
認
を
行

い
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
の
チ
モ
シ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
視
察
に
参
加
し
て

　

全
国
酪
農
協
会
主
催
に
よ
る
視
察
研

修
会
（
九
月
七
日
〜
十
五
日
）
に
、
酪

農
協
職
員
・
酪
農
後
継
者
の
計
十
九
名

が
参
加
し
、
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

ン
ス
の
三
カ
国
の
酪
農
を
視
察
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
広
く
海
外

の
酪
農
経
営
な
ど
を
見
聞
し
、
将
来
地

域
酪
農
の
中
核
者
・
指
導
者
と
し
て
幅

広
く
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
エ
メ
ン
タ
ー
ル
チ
ー

ズ
の
工
場
を
視
察
し
、
ま
た
山
岳
酪
農

を
見
な
が
ら
登
山
列
車
で
高
度
三
、
四

五
四
ｍ
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
を
見

学
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
酪
農
家

に
宿
泊
し
な
が
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
や

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牧
場
、
農
業
機
械
銀
行
、

酪
農
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

酪
農
と
い
う
も
の
は
乳
牛
を
産
乳
と

産
肉
の
一
次
産
業
的
利
用
だ
け
で
な
く
、
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関
東
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
、

十
一
月
十
五
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
、

関
東
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
の
主

催
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
家

畜
市
場
を
会
場
に
、
本
県
を
は
じ
め
関

東
一
都
六
県
の
代
表
牛
九
十
六
頭
の
出

品
と
、
多
く
の
参
観
者
が
見
守
る
中
、

未
経
産
の
部
名
誉
賞
に
那
須
塩
原
市
の

高
塩
久
氏
・
経
産
の
部
名
誉
賞
に
小
針

勤
氏
の
出
品
牛
が
選
ば
れ
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
準

名
誉
賞
に
矢
板
市
の
山
本
訓
氏
が
農
林

水
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
は
、
二
年
毎
に
各
県
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国

の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
改
良
方
針
に

沿
っ
て
改
良
増
殖
を
進
め
て
き
た
成
果

を
酪
農
家
及
び
関
係
者
に
広
く
示
す
と

と
も
に
、
今
後
の
改
良
の
方
向
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

審
査
は
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団

十
勝
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
場
長
の
高
橋
茂

氏
を
審
査
員
に
迎
え
進
行
さ
れ
、
入
賞

牛
に
は
共
進
会
会
長
賞
を
始
め
、
農
林

水
産
大
臣
賞
な
ど
多
数
の
褒
賞
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
本
県
関
係
の
入
賞
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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第14回関東地区ホルスタイン共進会栃木県出品牛入賞結果
開催期日：平成18年11月15日～16日　　　　
開催場所：千葉県千葉市「千葉家畜市場」　

褒賞区分名　　　　　　　　　　号出　品　者部区分
名 誉 賞
優等１席ハーネスファーム レッド スター ルル那須塩原市蟇沼

高塩　　久
１
部

未　

経　

産　

牛

１等５席イトリフイック アストロノミカル シロベー那須町高久甲
伊藤　高行〃

１等３席レインボーファーム セプテンバー ストーム ロクシー那須塩原市青木
大沼　辰徳

２
部

１等２席コバリ モデル メクシルド デボラ那須塩原市青木
小針　　勤〃

準名誉賞
優等１席マウンテンビュー マジック エアロ ハム矢板市高塩

山本　　訓
３
部

１等４席メリーランド スカイシルク ハーゲン 大田原市中野内
狸塚　信夫〃

優等２席レインボ－ファーム ブライトネス カイト パーク那須塩原市青木
大沼　辰徳

４
部

１等２席ハーネスファーム スカイサイド ヒロ マーフィー ＥＴ那須塩原市蟇沼
高塩　　久〃

優等３席キクイチ コラ  レデユーク チャンピオン那須烏山市小倉
菊池　善也

５
部

経　
　

産　
　

牛

優等２席ＰＷ シルキー ステイシー矢板市塩田
和気　　輝〃

１等２席コージー ロング ロイアーロン市貝町赤羽
梶村　健介

６
部

１等４席イトリフイック コムスター ジャステイン那須町高久甲
伊藤　高行〃

優等３席スノーライト Ｒ アイーン ＥＴ那須塩原市青木
眞嶋　大輔

７
部

優等２席グリーンエバー ウオーク ジャーナリスト那須塩原市青木
人見　泰弘〃

名 誉 賞
優等1席（ＢＵ）コバリ クララ イブ デリア那須塩原市青木

小針　　勤
８
部

１等１席パインツリー ネリー ダンテ那須烏山市小倉
中山　真介〃

名誉賞　１部　高塩　　久 氏

名誉賞　８部　小針　　勤 氏

準名誉賞　３部　山本　　訓 氏
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那
須
高
原
支
所

　

十
一
月
十
六
日
、
那
須
町
役
場
に
て
、

折
り
牛
パ
ネ
ル
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
品
は
、
那
須
地
域
で
行
っ
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
牛
乳
試
飲
）
に
て
、

女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
と
集
ま
っ
て
き
た

子
供
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
折

り
牛
を
一
頭
の
牛
の
形
に
張
り
合
わ
せ
、

パ
ネ
ル
と
し
て
製
作
し
た
も
の
で
す
。

県
内
で
も
有
数
の
生
乳
生
産
量
を
誇
る

酪
農
地
域
で
あ
る
那
須
町
の
ア
ピ
ー
ル

を
兼
ね
て
、
牛
乳
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
こ
の
パ
ネ
ル
を
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
者
は
、
那
須
地
域
酪
農
組
合
長

伊
藤
謙
三
さ

ん
（
写
真
中

央
）、女
性
会

那
須
支
部
長

磯
由
起
子
さ

ん（
写
真
左
）、

酪
農
と
ち
ぎ

根
本
お
よ
び

池
本
の
四
名

で
す
。

　

町
長
と
の
座
談
の
中
で
、「
現
代
の
日

本
人
が
牛
乳
を
あ
ま
り
飲
ま
な
く
な
っ

た
流
れ
に
は
、
豊
か
な
食
生
活
へ
の
変

化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

は
牛
乳
は
完
全
栄
養
食
品
だ
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
飲
む
こ
と
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
実
行
が

消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は
。」と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
、
那
須
町
役
場
一
階
ロ
ビ

ー
右
奥
の
談
話
室
に
来
年
三
月
ま
で

飾
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
、
牛
乳
や
牛
に
親
し
み
を
持
つ
人
が

も
っ
と
増
え
、
消
費
拡
大
に
繋
が
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
支
所

　

宇
都
宮
市
酪
農
組
合　
農
林
祭
参
加
！

　

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
の
農
林
祭
に
、
今

年
も
牧
場
が

や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
十
八

年
十
一
月
十

八
・
十
九
日

の
二
日
間
に

渡
り
、
宇
都

宮
市
酪
農
組

合
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
牛
乳
の
試
飲
・
販
売
を
中

心
と
し
た
幅
広
い
内
容
で
参
加
し
、
今

年
度
は
近
隣
地
域
の
青
年
部
員
の
協
力

も
あ
っ
て
、
搾
乳
体
験
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
牛
の
大
き

さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
近
づ
き
、
牛
の

温
か
さ
や
柔
ら
か
さ
・
お
と
な
し
さ
を

感
じ
て
、
そ
の
う
ち
自
分
か
ら
大
き
な

お
腹
を
触
り
、
だ
ん
だ
ん
に
牛
に
親
し

み
を
覚
え
て
い
く
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
、
仔

牛
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
多
く
の
親

子
連
れ
に
酪
農
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
林
祭
を
通
じ
、
酪
農
が
地
元
産
業

の
一
つ
だ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会

と
な
り
、
お
子
さ
ん
達
に
は
幼
き
日
の

思
い
出
の
一
場
面
と
し
て
心
に
残
っ
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

真
岡
市
乳
用
牛
共
励
会

　

十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
毎
年
開
催
さ
れ
る
真
岡
市
産
業
祭
に
、

今
年
も
、
真
岡
市
酪
農
組
合
・
は
が
野

農
協
酪
農
部
会（
共
に
上
野
清
組
合
長
）

が
、
産
業
祭
の
名
物
と
な
っ
た
乳
用
牛

共
励
会
や
子
牛
の
体
重
当
て
に
牛
を
出

品
し
、
話
題
を
集
め
ま
し
た
。

　

共
励
会
は
、

真
岡
市
の
酪

農
家
（
現
在

二
十
戸
）
か

ら
第
一
部
八

頭
、
第
二
部

六
頭
が
出
品

さ
れ
、
酪
農

と
ち
ぎ
・
栃

酪
・
芳
賀
農

業
振
興
事
務

所
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
で
順
位
を
決

定
し
、
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
第
一
部
優
等
賞
に
柳
憲
一
氏
、

第
二
部
優
等
賞
に
高
橋
平
治
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
乾
草
を
持
っ

て
牛
の
口
に
差
し
出
し
た
り
、
体
重
当

て
の
子
牛
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り

す
る
親
子
の
姿
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
祭

初
の
試
み
と
し
て
、
予
め
広
報
で
知
ら

せ
た
「
県
産
牛
乳
一�
パ
ッ
ク
十
枚
で

景
品
と
交
換
」
を
行
い
、
用
意
し
た
百

個
の
景
品
は
、
す
ぐ
に
交
換
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

牛
乳
の
試
飲
で
は
、「
子
供
の
成
長
期

に
牛
乳
」、「
お
年
寄
り
に
カ
ル
シ
ウ
ム
」

等
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
五
百
杯
の
試
飲
も
早

い
時
間
に
終
了
す
る
な
ど
、
酪
農
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
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乳
製
品
消
費
拡
大
の
ご
協
力
に

つ
い
て

　

昨
年
に
引
続
き
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
で

の
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
を
実
施
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
中
酪
か
ら
昨
年
増

で
の
協
力
要
請
と
、
関
東
生
乳
販
連
か

ら
全
会
員
に
対
し
、
管
内
の
生
乳
生
産

枠
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
関
東
産
チ
ー

ズ
の
購
入
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
が
、
関

東
産
チ
ー
ズ
の
製
造
は
小
規
模
で
あ
り
、

販
売
量
に
限
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対

象
品
目
に
つ
き
ま
し
て
は
国
内
産
の
チ

ー
ズ
及
び
バ
タ
ー
を
中
心
に
、
目
標
数

量
の
達
成
を
目
指
す
事
と
致
し
ま
し
た
。

　

本
組
合
で
の
個
人
別
目
標
数
量
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
年
同
様
に
乳
量
別
ラ

ン
ク
を
細
分
化
し
負
担
軽
減
を
考
慮
し

設
定
致
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
ご
負
担
に
な
る
事
と
は
存
じ
ま
す

が
、
更
な
る
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
参

る
た
め
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
役
職
員
に

お
き
ま
し
て
も
個
別
に
目
標
数
量
を
設

置
し
、
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
の
で
、

組
合
一
体
で
の
目
標
数
量
達
成
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

栃
木
県
産
牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

　

栃
木
県
牛
乳
普
及
協
会
・
栃
木
県
酪

農
協
会
主
催
に
よ
る
「
牛
乳
飲
ん
で
い

き
い
き
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
十
一
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
本
組
合
で
は
、
取
引
先
へ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
配
布
を
は
じ
め
、

十
二
月
上
旬
か
ら
は
「
那
須
だ
い
す
き

牛
乳
」・「
緑
の
大
地
か
ら
の
贈
り
も
の

那
須
牛
乳
」・「
か
ま
し
ん
牛
乳
」の
三
商

品
に
広
告
を
致
し
ま
す
。
応
募
期
間
は

来
年
一
月
末
日
迄
で
あ
り
、
不
需
要
期

に
お
い
て
の
販
売
促
進
及
び
消
費
拡
大

の
一
助
と
し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

◎
対
象
牛
乳
は
、
栃
木
県
で
生
産
し
た

原
料
乳
で
製
造
さ
れ
た
牛
乳
で
す
。
応

募
方
法
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
千
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
三
本
分
の
品
質
表
示
部
分
を
切
り

取
り
（
ビ
ン
の
場
合
は
二
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
十
五
本
分
の
キ
ャ
ッ
プ
）
三
千
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
相
当
分
を
一
口
と
し
て
封

書
（
郵
送
）
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

封
書
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
一
等
賞
、
二
等
賞
の
希
望
商

品
記
号
（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）、
及
び
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
場
合
は
ア
ド
レ

ス
も
明
記
し
て
下
さ
い
。（
封
筒
一
通
に

付
き
一
口
）

一
等
賞
の
希
望
商
品（
毎
月
五
十
名
様
）

Ａ　

乳
製
品
詰
め
合
わ
せ

Ｂ　

図
書
カ
ー
ド
五
千
円
分

二
等
賞
の
希
望
商
品
（
毎
月
百
名
様
）

Ａ　

乳
製
品
詰
め
合
わ
せ

Ｂ　

図
書
カ
ー
ド
三
千
円
分

そ
の
他
、
三
等
賞
は
毎
月
千
名
様
に
図

書
カ
ー
ド
千
円
分
が
当
た
り
ま
す
。

【
あ
て
先
】
〒
三
二
〇
―
八
六
八
六

宇
都
宮
市
昭
和
一
―
八
―
一
一
「
栃
木

県
産
牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
係

【
締
め
切
り
】
平
成
十
九
年
一
月
三
十

一
日
当
日
消
印
有
効

　

※
抽
選
は
十
二
月
末
ま
で
の
申
込
み

分
と
一
月
末
ま
で
の
申
込
み
分
を
二

回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
発
表
は
商

品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
栃
木
県
牛
乳
普
及

協
会

電
話
〇
二
八
―
六
六
四
―
三
六
一
一

ま
た
は
栃
木
県
酪
農
協
会

電
話
〇
二
八
―
六
六
四
―
三
五
○
九

ぜ
ひ
、
お
知
合
い
の
方
に
も
ご
紹
介
下

さ
い
。

小
学
生
及
び
保
護
者
対
象
に

食
育
講
演
会
を
開
催

　

十
一
月
十
日
（
金
）
宇
都
宮
市
立
明

保
小
学
校
に
お
い
て
、
牛
乳
消
費
拡
大

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、
栃
木
県
農
業
振

興
公
社
の
杉
田
静
枝
先
生
を
講
師
に

「
我
が
家
で
も
食
育
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
よ
」
と
題
し
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
朝
食
の
必
要
性

や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
採
る
大
切

さ
等
が
説
明
さ
れ
、
特
に
保
護
者
の
方

か
ら
は
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂

き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
と
大
変
好
評

で
し
た
。
講
演
会
終
了
後
は
、
小
学
生

に
よ
る
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
を
行
な
い
、

盛
会
の
な
か
終
了
し
ま
し
た
。
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市
乳
販
売
課
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月
に
お
い
て
も
前
年
を
下
回
る
二
一
・

〇
万
（
前
年
二
三
・
七
万
）
の
好
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

酪
農
部

　

女
性
会
全
体
研
修
会

『
食
育
』
を
学
ぶ

―
平
成
十
八
年
度
女
性
会

　

全
体
研
修
会
で
牛
乳
を
見
直
す
―

　

十
一
月
二
十
一
日
、
高
根
沢
町
民
ホ

ー
ル
に
て
、
宇
都
宮
市
内
に
あ
る
フ
レ

ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
ン「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
音
羽
和
紀
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、

「
酪
農
女
性
の

た
め
の
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
、

牛
乳
の
栄
養
価

を
再
認
識
し
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
、
食
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　

音
羽
シ
ェ
フ
は
自
ら
の
子
育
て
を
振

り
返
り
、
食
卓
を
一
緒
に
囲
み
美
味
し

生
乳
販
売
課

生
乳
生
産
量

　
　

十
月
度
前
年
比
九
八
・
五
％

　

十
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
八
、

一
三
六
ト
ン
（
前
年
比
九
八
・
五
％
）

の
生
乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
度
の
支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み

る
と
、
那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前

年
比
九
七
・
七
％
、
宇
都
宮
支
所
一
〇

〇
・
三
％
、
県
南
支
所
九
九
・
二
％
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
八
・
三
％
で
、
累
計
で
は
九
九
・
一

％
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
十
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
、
二
・
二
三
％
（
前
年
三
・

七
八
％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
三
・

八
％
減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
は
っ
酵
乳
向
け
に

つ
い
て
は
前
年
比
一
一
九
・
七
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
十

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

月
度
（
前
年
比
）
九
六
・
一
％
、
累
計

で
は
九
七
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
十
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
三
・
八
九
％
、
無
脂
固
形
分

率
は
八
・
七
八
％
で
ほ
ぼ
前
年
同
様
と

な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
に
つ
い
て
は
十

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～
350

平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

11692125462043330011月 1日釧 路
1210551431374740940411月 2日根 室
2217531441647840647811月 8日十 勝
24174121134179811月10日苫 小 牧
1410572181233541845711月16日豊 富
2120163120763643843611月22日北 見
212114117157544941611月23日根 室
38181211971223143452711月27日十 勝

1411066991,1597462654263,116合　　計
59632428239304953972,612前　　月
1846411,156758249594713,185前年同月

11月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成18年11月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４１,３３２１,０５０６５,１００－１６９ホルス雄

三
十
日

西
那
須
野

１６１,２５４９５,５５０２１１,０５０－８０Ｆ１雄

９３,４０２３１,５００１２０,７５０－８７Ｆ１雌

４８,７００２１,０００６９,０００７４１０ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
１８２,２６１１４２,０００２２６,０００８８２３Ｆ１雄

１１５,４００８０,０００１４６,０００８７２０Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績
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い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
親
も
子
も

気
持
ち
が
豊
か
に
な
り
、
自
然
と
会
話

が
弾
み
信
頼
間
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

十
年
間
の
料
理
修
行
中
、「
ど
こ
に
行
っ

て
も
自
分
の
住
む
地
域
の
食
や
自
然
、

文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
れ
を
親
か
ら

子
、孫
へ
と
伝
え
て
行
き
、地
域
に
あ
っ

て
は
ブ
レ
ス
鶏
や
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ

な
ど
地
場
産
の
伝
統
を
か
た
く
な
に
守

る
。」な
ど
欧
州
の
人
々
の
価
値
観
を
紹

介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
特
別
品
に
こ

だ
わ
る
人
は
少
な
い
な
が
ら
も
着
実
に

増
え
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。」と
強
調
し
ま
し
た
。
会
場
に
集
っ

た
百
名
以
上
の
会
員
は
、
食
の
教
育
の

大
切
さ
と
地
場
産
物
へ
の
誇
り
や
こ
だ

わ
り
を
再
認
識
し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
消
費
の
拡

大
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�　

今
回
は
芳
賀
町
の
女
性
会
よ
り
、
牛

乳
を
使
用
し
た
料
理
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

女
性
会
活
動
報
告
Ⅲ

　

私
た
ち
芳
賀
町
の
女
性
会
で
は
、
町

民
祭
等
な
ど
の
機
会
に
合
わ
せ
、
牛
乳

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
伴
に
、
牛

乳
を
使
用
し
た
料
理
を
模
擬
店
で
配
り
、

牛
乳
の
消
費
拡
大
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
の
町
民
祭
で
は
、
蒸
か
し
た
て

の
さ
つ
ま
芋
と
レ
ー
ズ
ン
入
り
の
蒸
し

パ
ン
は
大
変
好
評
で
、
牛
乳
入
り
シ

チ
ュ
ー
は
、
牛
乳
の
コ
ク
が
あ
り
、
体

も
温
ま
る
と
好
評
で
し
た
。
私
達
は
こ

の
様
な
活
動
を
通
じ
、
牛
乳
は
飲
む
だ

け
で
は
な
く
、
食
べ
る
こ
と
も
ア
ピ
ー

ル
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��

■
材
料
（
８
人
分
）

鶏
肉
又
は
豚
肉
（　

ｇ
）・
玉
葱　

ｇ

���

���

（
中
２
個
）
人
参　

ｇ
（
中
１
本
）
ジ
ャ

���

ガ
イ
モ　

ｇ
（
中
２
個
）
牛
乳　
�

���

���

（
３
カ
ッ
プ
）
シ
チ
ュ
ー
の
素　

適
量

・
油
大
さ
じ
２
杯
・
水　

㏄
（
３
カ
ッ

���

プ
）
塩
・
胡
椒
（
適
量
）

■
作
り
方

①
厚
手
の
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
一
口

大
に
切
っ
た
肉
、
野
菜
を
こ
が
さ
な
い

よ
う
に
炒
め
る
。
②
水
を
加
え
沸
騰
し

た
ら
あ
く
を
取
り
、
材
料
が
や
わ
ら
か

く
な
る
ま
で
弱
火
〜
中
火
で
煮
込
む
。

③
い
っ
た
ん
火
を
止
め
、
シ
チ
ュ
ー
の

素
を
割
り
い
れ
、
よ
く
溶
か
し
再
び
弱

火
で
煮
込
む
。
④
仕
上
げ
に
牛
乳
を
加

え
軽
く
煮
込
む
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

が
あ
れ
ば
彩
り
が
良
い
で
す
。

�
�
��
�
�
�
�
	


�
�

	

■
材
料
（
８
個
分
）

蒸
し
パ
ン
の
素　

ｇ
・
牛
乳　

㏄
・
サ

���

���

ツ
マ
イ
モ　

ｇ
・
レ
ー
ズ
ン　

ｇ

60

40

■
作
り
方

①
さ
つ
ま
芋
は
皮
付
き
の
ま
ま
７
㎜
角

に
切
り
、
水
に
さ
ら
し
て
お
く
。
②
ボ

ー
ル
に
蒸
し
パ
ン
の
素
と
牛
乳
を
合
わ

せ
、
水
気
を
切
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
レ

ー
ズ
ン
を
加
え
る
。
③
こ
れ
を
ア
ル
ミ

カ
ッ
プ
に
流
し
入
れ
、
蒸
し
器
で
十
〜

十
五
分
間
蒸
せ
ば
完
成
で
す
。
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協
議
事
項

　

�一
 
　

十
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
八
年
度
生
産
者
支
払
乳
価

及
び
十
一
月
分
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
八
年
生
乳
計
画
生
産
下

期
特
別
対
策
（
案
）
に
つ
い
て

　

�四
 
　

平
成
十
九
年
度
生
乳
計
画
生
産

基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

　

�五
 
　

理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

　

�六
 
　

年
末
手
当
支
給
に
つ
い
て

栃
木
県
南
支
所
起
工
式 

　

来
年
三
月
の
完
成
を
目
指
す

　

栃
木
県
南
支
所
建
設
起
工
式
を
十
一

月
十
四
日
、
組
合
役
職
員
と
施
工
業
者

合
わ
せ
て
約
四
十
名
が
出
席
し
真
岡
市

第
五
工
業
団
地
で
行
い
ま
し
た
。

　

神
事
は
大
前
神
社
柳
田
宮
司
に
よ
る

安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者

が
見
守
る
な
か
、
前
田
組
合
長
の
鍬
入

れ
、
施
工
代
表
者
等
が
地
鎮
の
儀
を
、

続
い
て
玉
串
奉
奠
な
ど
が
行
わ
れ
、
工

事
の
無
事
完
成
を
祈
り
、
い
よ
い
よ
新

設
工
事
が
明
年
三
月
完
成
を
目
指
し
始

動
し
ま
し
た
。

　

合
併
当
初
か
ら
の
組
合
運
営
合
理
化

計
画
と
し
て
、
栃
木
県
南
支
所
と
真
岡

事
業
所
、
さ
ら
に
栃
木
事
業
所
を
統
合

し
、
施
設
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
策

定
し
、
既
に
統
合
し
た
県
北
地
域
に
次

い
で
行
わ
れ
ま
す
。
県
南
地
域
合
理
化

検
討
協
議
会
、
建
設
委
員
会
、
理
事
会

に
お
い
て
慎
重
な
協
議
を
重
ね
、
こ
の

度
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
概
要

　

真
岡
市
第
五
工
業
団
地

　

三
十
街
区
符
号
④
（
仮
称
）

　

鉄
筋
平
屋
階
建　

五
八
〇
㎡

　

事
務
所
・
多
目
的
会
議
室

　

設
計
管
理　

全
農
と
ち
ぎ

　

施
工
業
者　

松
本
建
設
㈱

豪
州
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対 

　

全
国
酪
農
民
緊
急
集
会

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
に
よ
る
全
国
酪

農
民
緊
急
集
会
が
十
一
月
二
十
八
日
自

由
民
主
党
本
部
（
東
京
都
永
田
町
）
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
集
会
は
、
豪
州
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）
交
渉
に
反
対
、
酪
農
産
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十
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

十
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

動
態
調
査
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

　

�五
 
　

栃
木
県
南
支
所
入
札
結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

九
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

生
乳
受
託
規
定
の
改
正
に
つ
い
て

　

�三
 
　

組
合
員
と
の
生
乳
受
託
契
約
書

の
改
正
に
つ
い
て

　

�四
 
　

諸
規
定
の
改
正
に
つ
い
て

　

�五
 
　

利
用
済
み
と
な
つ
た
ラ
ッ
プ
フ

イ
ル
ム
・
乾
草
梱
包
用
ポ
リ
バ
ン

ド
の
斡
旋
販
売
に
つ
い
て

十
一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

平
成
十
八
年
度
上
半
期
定
期
監

査
報
告
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

県
酪
連
の
財
務
状
況
に
つ
い
て

　

�四
 
　

販
売
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

品
は
交
渉
対
象
か
ら
除
外
を
要
請
す
る

緊
急
集
会
で
す
。
も
し
豪
州
と
Ｆ
Ｔ
Ａ

が
締
結
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
豪
州
の
農

産
物
が
廉
価
で
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と

は
必
至
で
、
日
本
の
酪
農
に
大
打
撃
を

与
え
、
ひ
い
て
は
日
本
の
自
給
率
の
更

な
る
低
下
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

当
組
合
か
ら
は
理
事
を
始
め
十
五
名

が
参
加
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
反
対
要
請

を
す
る
た
め
、
早
朝
よ
り
自
由
民
主
党

玄
関
前
で
国
会
議
員
に
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た（
写
真
）。
そ
の
後
国
井
正
幸

農
林
水
産
副
大
臣
を
初
め
、
地
元
議
員

に
面
会
を
求
め
、
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
国
井
副
大
臣
は
「
私
も
が
ん
ば

る
か
ら
皆
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
。」
と
力
強
く
仰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
自
由
民
主
党
本
部
八
階
ホ
ー
ル

に
て
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
主
催
者
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
多
数
の
来
賓
議
員
か

ら
激
励
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
現
状
報
告

が
あ
り
、
要
請

・
実
行
行
動
に

つ
い
て
協
議
さ

れ
「
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
」
の
後

散
会
し
ま
し
た
。


